
項 ⽬ 内 容
名称 オウギ、キバナオウギ、ナイモウオウギ [英]Milk vetch [学名]キバナオウギ

Astragalus membranaceus (Fisch.) Bunge. ナイモウオウギAstragalus
mongholicus Bunge

概要 オウギは、中国の東北、華北地⽅および朝鮮半島に分布するマメ科の多年草。⽇本
薬局⽅ではキバナオウギまたはナイモウオウギの根が⽣薬の⻩耆 (オウギ) として利
⽤されている。⼀⽅、健康⾷品の原材料としては葉・花・茎が利⽤される。

法規・制度 ■⾷薬区分
・根︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該当する。
・茎、葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質
(原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・オウギが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質

分析法 ・イソフラボノイドを紫外可視検出器 (検出波⻑280、260 nm) を装着したHPLC
にて分析した報告がある (1988146652) (1993224446) 。
・カリコシンを紫外可視検出器 (検出波⻑260 nm) を装着したミセル動電クロマト
グラフィーにて分析した報告がある (PMID:11019650) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=11019650&dopt=Abstract


有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

メタ分析
・2015年12⽉までを対象に6つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験13報
について検討したメタ分析において、2型糖尿病患者によるゲンゲ属 (Astragalus)
の⽔煎じ物の摂取は、糖代謝マーカー (⾷後⾎糖 (3報)) 上昇の抑制、糖代謝マーカ
ー (空腹時⾎糖 (4報) 、HbA1c (2報) 、空腹時インスリン (3報) 、HOMA-IR (2
報)) の低下と関連が認められたが、糖代謝マーカー (HbA1c、HOMA-IR) について
は試験によるばらつきが⼤きかった (PMID:27269392) 。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=27269392&dopt=Abstract
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